
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 新潟会計ビジネス専門学校 
設置者名 学校法人 国際総合学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

商業実務 

専門課程 

経理ビジネス学科 
夜 ・

通信 
518時間 160時間  

ＩＴビジネス総合学科 
夜 ・

通信 
530時間 160時間  

税理士学科 

（2 年制） 

夜 ・

通信 
530時間 160時間  

税理士学科 

（3 年制） 

夜 ・

通信 
530時間 240時間  

税理士学科 

（4 年制） 

夜 ・

通信 
530時間 320時間  

金融マーケティング学科 
夜 ・

通信 
530時間 160時間  

医療事務学科 
夜 ・

通信 
434時間 160時間  

会計ライセンス学科 
夜 ・

通信 
434時間 80時間  

 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
NABI 新潟会計ビジネス専門学校 ホームページに掲載 

URL: https://www.nabi.ac.jp/zyouhou/ 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 

学科名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 新潟会計ビジネス専門学校 
設置者名 学校法人 国際総合学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
NABI 新潟会計ビジネス専門学校 ホームページに掲載 

URL: https://www.nabi.ac.jp/zyouhou/ 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 会社役員 

2023 年 6 月

1 日～2027

年 5月 31日 

政策的観点 

非常勤 団体職員 

2023 年 6 月

1 日～2027

年 5月 31日 

教育統括的視点 

非常勤 弁護士 

2023 年 6 月

1 日～2027

年 5月 31日 

法的観点 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 新潟会計ビジネス専門学校 

設置者名 学校法人 国際総合学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

・授業計画書（シラバス）の作成過程 

PDCAサイクルに則り、前年度の各授業において、実施後に効果測定を行い、改善等を

加えた後、新たな授業計画書の作成を行う。次年度授業担当者が変更する場合は、新

旧担当者間での引継ぎを行い、授業計画書に不備や、漏れが無いようにする。また、

学校関係者評価委員会、教育課程編成委員会の意見聴衆を行い、外部関係者からの意

見も反映させていく。 

 

・授業計画書の作成・公表時期 

授業計画書は該当年度がスタートする前年度の 2月までに各授業担当者を決定し、各

授業担当者が作成を行う。作成後、3 月下旬までに、本校のホームページ内にて公表

を行う。 

 

授業計画書の公表方法 
NABI 新潟会計ビジネス専門学校 ホームページに掲載 

URL: http://www.nabi.ac.jp/zyouhou/ 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 

 

・成績評価は、検定における成績（取得点数）、出席率、科目終了時の試験等によりに

評価する。 

・検定科目（シラバスにおいて（4）到達目標が検定試験の取得（合格）となっている

科目）は、検定における成績を重視して評価する。 

・検定のない科目については、科目終了時に試験・レポート等により評価する。基準

はおおむね以下の通り。（100点満点換算で次の基準を目安とする。） 

 A（100～80） B（79～70） C（69～60） D（59～0） 

・出席時数が授業時数の 10 分の 8 に達していないものは、その科目については、上

記の評価を受けることができない。したがって追試試験（または追試課題）を課す

ことで履修の機会を与える。追試試験（または追試課題）に合格した場合の成績評

価は C評価とする。 

 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

・成績評価は原則として科目毎に前期末（9 月）、後期末（2 月）の時点でそれぞれ 1

回の評価を行う。 

・成績評価の客観的指標を下記の通りとする。 

履修科目の成績評価（A～D）を点数化し、学科総時間に対する該当科目の時間数によ

ってウエイト付けを行った上で合計した平均点を算出して指標とする。算出された指

標の分布状況を各学科別に把握する。成績評価の点数化は下記の通りとする。 

 

 A（3点） B（2点） C（1点） D（0点）  

 

・前期、後期の各成績評価に算出された上記基準を基に、成績分布図を作成し、状況

の把握と学生指導に活用する。また、上記基準にて成績が下位 4分の 1にある場合と、

年間出席率が 80％以下となった場合には学校長から警告を与える。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
NABI 新潟会計ビジネス専門学校 ホームページに掲載 

URL: https://www.nabi.ac.jp/zyouhou/ 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

・卒業認定方針 

本校では、以下に示す能力を身につけ、学則で定める修業年限以上在籍し、下記卒業

条件を満たした学生に対して卒業を認定する。 

・身につける能力 

1.事務職として必須となる簿記検定の取得 

2.簿記学の精神であるコミュニケーション能力、問題解決能力 

3.社会人としてのマナーを始めとする、倫理観と的確な行動規範 

4.自己啓発能力や健康管理能力及び社会の変化に的確に対応できる柔軟性 

・卒業条件 

1.出席率 90％以上（総出席時間の割合） 

2.成績評価が全科目 C以上 

3.卒業に必要な検定ポイント取得 

4.卒業に必要な CFPポイント取得（180ポイント×修業年数） 

・卒業に必要な検定ポイントは、学科ごとに下記の通り定めるものとする。 

 
・CFP ポイントとは、カレッジリーグ・フィールドワーク・プログラムの略称で、本

校の教育方針である「豊かな人間性の育成」と「様々な人達とのネットワークづくり」

の実現に向けて、本校内外の課外活動、行事への参加に応じて付与されるポイントで

ある。同時に学生の積極性、自己啓発意欲の育成を図るものである。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
NABI 新潟会計ビジネス専門学校 ホームページに掲載 

URL: https://www.nabi.ac.jp/zyouhou/ 
 



  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 
学校名 新潟会計ビジネス専門学校 

設置者名 学校法人 国際総合学園 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
NABI 新潟会計ビジネス専門学校 ホームページに掲載 

URL: https://www.nabi.ac.jp/zyouhou/ 

収支計算書又は損益計算書 
NABI 新潟会計ビジネス専門学校 ホームページに掲載 

URL: https://www.nabi.ac.jp/zyouhou/ 

財産目録 
NABI 新潟会計ビジネス専門学校 ホームページに掲載 

URL: https://www.nabi.ac.jp/zyouhou/ 

事業報告書 
NABI 新潟会計ビジネス専門学校 ホームページに掲載 

URL: https://www.nabi.ac.jp/zyouhou/ 

監事による監査報告（書） 
NABI 新潟会計ビジネス専門学校 ホームページに掲載 

URL: https://www.nabi.ac.jp/zyouhou/ 
  



  

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 
商業実務 

専門課程 
経理ビジネス学科 〇 － 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 

昼間 

1,916 

単位時間／単位 

1,768 

単位時間

/単位 

80 

単位時間

/単位 

280 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

2,128単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

40人 45人 1人 6人 0 人 ６人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 
本学科は、簿記・会計、税務に関する知識、各種PC 操作技術等、経理事務職を始めとす

る各種事務職としての必要な知識・技術を習得・育成することを目的とする。1 年次にお

いて事務職として必須となる簿記・会計に関する知識を学習し、各種簿記検定の取得を目

指す。2 年次は、各種PC 実習、税務に関する知識を中心に、経理実務実践やコンピュー

タ会計等の経理事務としての実践的な知識・技術の習得を目指す。この目的を達成するた

め、以下のシラバスに基づき授業を行う。 

なお、シラバスは前年度の3 月中旬を提出期日として、各科目担当者が指定のシラバス 

フォームに沿って作成を行っている。 

経理ビジネス学科 シラバス一覧 

https://www.nabi.ac.jp/zyouhou/（概要） 

成績評価の基準・方法 

（概要） 
・成績評価は、検定における成績（取得点数）、出席率、科目終了時の試験等により評価

する。 

・検定科目（シラバスにおいて(4)到達目標が検定試験の取得（合格）となっている科目）

は、検定における成績を重視して評価する。 

・検定のない科目については、科目終了時に試験・レポート等により評価する。基準はお

おむね以下の通り。（100 点満点換算で次の基準を目安とする。） 

 A（100～80） B（79～70） C（69～60） D（59～0） 

・出席時数が授業時数の 10 分の 8 に達していないものは、その科目については、上記の

評価を受けることができない。したがって追試試験（または追試課題）を課すことで履修

の機会を与える。追試試験（または追試課題）に合格した場合の成績評価は C 評価とす

る。 

卒業・進級の認定基準 

（概要）年間総授業時間数の 90％以上を出席、科目の評価が全て「C」以上、学校指定の

検定ポイント（390 ポイント）の取得、CFP ポイント（360 ポイント）の取得、授業料そ

の他の納入金を完納または所定の手続きを終えた者に対して卒業・進級を認定する。 

学修支援等 

（概要）通学による座学、実技実習等を行い、講義後にはミニテストを実施し、個別の習

熟度を見ながら指導を行う。また、担任制により、習得度・理解度が滞っている者につい

て個別面談を実施し、各種助言を行う。 



  

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 32人 

（100％） 

0人 

（0％） 

32人 

（100％） 

0人 

（0％） 

（主な就職、業界等） 

金融業、卸売業、小売業、サービス業、会計事務所、その他 

（就職指導内容） 

担任が学生の希望や方向性について把握し、履歴書執筆・面接練習等、就職試験対策を

行う。また、就職希望先へのインターンシップの斡旋、受験申込み、その後のフォロー

を通したバックアップを行う。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

日商簿記検定 1～2級、全経簿記検定上～3級、3級 FP技能士、コンピュータ会計検定 2

級、Excel検定 3級、Word検定 3級、所得税法検定 2級、法人税法検定 3級 他 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

56人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任と教務部長による個別面談、保護者を含めた三者面談、意識啓発講演の実施、職

業人講話の実施 

 

  



  

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 
商業実務 

専門課程 
ＩＴビジネス総合学科 〇 － 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼間 1,898 

単位時間／単位 

1,484 

単位時間

/単位 

80 

単位時間

/単位 

544 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

2,108単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

20人 32人 0人 6人 0 人 6人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 
本学科は、オフィス内業務を中心とした仕事、一般事務をはじめとする各種事務職の求人

に対応できる技能・知識を身につける。簿記・会計の他に、IT に関する知識・技術の習

得をすることで、IT に強い事務職の育成することを目的とする。1 年次において事務職

として必須となる簿記・会計に関する知識を学習し、各種簿記検定の取得を目指す。2 年

次は、IT に関する知識・技術を中心に、IT に強い事務職の育成を目指す。この目的を達

成するため、以下のシラバスに基づき授業を行う。 

なお、シラバスは前年度の 3 月中旬を提出期日として、各科目担当者が指定のシラバス

フォームに沿って作成を行っている。 

IT ビジネス総合学科 シラバス一覧 
https://www.nabi.ac.jp/zyouhou/ 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

・成績評価は、検定における成績（取得点数）、出席率、科目終了時の試験等により評価

する。 

・検定科目（シラバスにおいて(4)到達目標が検定試験の取得（合格）となっている科目）

は、検定における成績を重視して評価する。 

・検定のない科目については、科目終了時に試験・レポート等により評価する。基準はお

おむね以下の通り。（100 点満点換算で次の基準を目安とする。） 

 A（100～80） B（79～70） C（69～60） D（59～0） 

・出席時数が授業時数の 10 分の 8 に達していないものは、その科目については、上記の

評価を受けることができない。したがって追試試験（または追試課題）を課すことで履修

の機会を与える。追試試験（または追試課題）に合格した場合の成績評価は C 評価とす

る。 

卒業・進級の認定基準 

（概要）年間総授業時間数の 90％以上を出席、科目の評価が全て「C」以上、学校指定の

検定ポイント（420 ポイント）の取得、CFP ポイント（360 ポイント）の取得、授業料そ

の他の納入金を完納または所定の手続きを終えた者に対して卒業・進級を認定する。 

学修支援等 

（概要）通学による座学、実技実習等を行い、講義後にはミニテストを実施し、個別の習

熟度を見ながら指導を行う。また、担任制により、習得度・理解度が滞っている者につい

て個別面談を実施し、各種助言を行う。 

 

 



  

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 15人 

（100％） 

0人 

（0％） 

12人 

（80％） 

3人 

（20％） 

（主な就職、業界等） 

金融業、卸売業、小売業、サービス業、会計事務所、その他 

（就職指導内容） 

担任が学生の希望や方向性について把握し、履歴書執筆・面接練習等、就職試験対策を

行う。また、就職希望先へのインターンシップの斡旋、受験申込み、その後のフォロー

を通したバックアップを行う。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

日商簿記検定 1・2 級、全経簿記検定上級～3級、全経コンピュータ会計検定 2級、ITパ

スポート試験、MOS Excel・Word・Access・PowerPoint、ビジネス文書検定 3級 他 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

23人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任と教務部長による個別面談、保護者を含めた三者面談、意識啓発講演の実施、職

業人講話の実施 

 

  



  

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 
商業実務 

専門課程 
税理士学科（2年制） 〇 － 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼間 2024 

単位時間／単位 

1,912 

単位時間

/単位 

80 

単位時間

/単位 

256 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

2,248単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

20人 24人 0人 6人 0 人 6人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 
本学科は、簿記・会計、税務に関する知識、各種 PC 操作技術等、税理士事務所スタッフ

としての必要な知識・技術を習得・育成することを目的とする。1 年次において事務職と

して必須となる簿記・会計に関する知識を学習し、各種簿記検定の取得を目指す。2 年次

は、税理士試験会計科目の取得を中心とし、税理士事務所スタッフとしての実践的な知

識・技術の習得を目指す。この目的を達成するため、以下のシラバスに基づき授業を行

う。 

なお、シラバスは前年度の 3 月中旬を提出期日として、各科目担当者が指定のシラバス

フォームに沿って作成を行っている。 

税理士学科（2 年制） シラバス一覧 
https://www.nabi.ac.jp/zyouhou/ 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

・成績評価は、検定における成績（取得点数）、出席率、科目終了時の試験等により評価

する。 

・検定科目（シラバスにおいて(4)到達目標が検定試験の取得（合格）となっている科目）

は、検定における成績を重視して評価する。 

・検定のない科目については、科目終了時に試験・レポート等により評価する。基準はお

おむね以下の通り。（100 点満点換算で次の基準を目安とする。） 

 A（100～80） B（79～70） C（69～60） D（59～0） 

・出席時数が授業時数の 10 分の 8 に達していないものは、その科目については、上記の

評価を受けることができない。したがって追試試験（または追試課題）を課すことで履修

の機会を与える。追試試験（または追試課題）に合格した場合の成績評価は C 評価とす

る。 

卒業・進級の認定基準 

（概要）年間総授業時間数の 90％以上を出席、科目の評価が全て「C」以上、学校指定の

検定ポイント（390 ポイント）の取得、CFP ポイント（360 ポイント）の取得、授業料そ

の他の納入金を完納または所定の手続きを終えた者に対して卒業・進級を認定する。 

学修支援等 

（概要）通学による座学、実技実習等を行い、講義後にはミニテストを実施し、個別の習

熟度を見ながら指導を行う。また、担任制により、習得度・理解度が滞っている者につい

て個別面談を実施し、各種助言を行う。 

 

 



  

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 4人 

（100％） 

1人 

（25％） 

2人 

（50％） 

1人 

（25％） 

（主な就職、業界等） 

税理士事務所、会計事務所、金融業、卸売業、小売業、サービス業、その他 

（就職指導内容） 

担任が学生の希望や方向性について把握し、履歴書執筆・面接練習等、就職試験対策を

行う。また、就職希望先へのインターンシップの斡旋、受験申込み、その後のフォロー

を通したバックアップを行う。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

日商簿記検定 1・2級、全経簿記検定上級・1級、全経所得税法 2級、全経コンピュータ

会計検定 3級、Excel 検定 3級、Word検定 3級、税理士試験簿記論・財務諸表論 他 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

22人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任と教務部長による個別面談、保護者を含めた三者面談、意識啓発講演の実施、職

業人講話の実施 

 

  



  

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 
商業実務 

専門課程 
税理士学科（3年制） 〇 － 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3年 昼間 2,830 

単位時間／単位 

2,778 

単位時間

/単位 

80 

単位時間

/単位 

256 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

3,144単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

15人 16人 0人 6人 0 人 6人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 
本学科は、簿記・会計、税務に関する知識、各種 PC 操作技術等、税理士事務所スタッフ

としての必要な知識・技術を習得・育成することを目的とする。1 年次において事務職と

して必須となる簿記・会計に関する知識を学習し、各種簿記検定の取得を目指す。2 年次

は、税理士試験会計科目の取得を中心とし、税理士事務所スタッフとしての実践的な知

識・技術の習得を目指す。この目的を達成するため、以下のシラバスに基づき授業を行

う。 

なお、シラバスは前年度の 3 月中旬を提出期日として、各科目担当者が指定のシラバス

フォームに沿って作成を行っている。 

税理士学科（3 年制） シラバス一覧 
https://www.nabi.ac.jp/zyouhou/ 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

・成績評価は、検定における成績（取得点数）、出席率、科目終了時の試験等により評価

する。 

・検定科目（シラバスにおいて(4)到達目標が検定試験の取得（合格）となっている科目）

は、検定における成績を重視して評価する。 

・検定のない科目については、科目終了時に試験・レポート等により評価する。基準はお

おむね以下の通り。（100 点満点換算で次の基準を目安とする。） 

 A（100～80） B（79～70） C（69～60） D（59～0） 

・出席時数が授業時数の 10 分の 8 に達していないものは、その科目については、上記の

評価を受けることができない。したがって追試試験（または追試課題）を課すことで履修

の機会を与える。追試試験（または追試課題）に合格した場合の成績評価は C 評価とす

る。 

卒業・進級の認定基準 

（概要）年間総授業時間数の 90％以上を出席、科目の評価が全て「C」以上、学校指定の

検定ポイント（400 ポイント）の取得、CFP ポイント（540 ポイント）の取得、授業料そ

の他の納入金を完納または所定の手続きを終えた者に対して卒業・進級を認定する。 

学修支援等 

（概要）通学による座学、実技実習等を行い、講義後にはミニテストを実施し、個別の習

熟度を見ながら指導を行う。また、担任制により、習得度・理解度が滞っている者につい

て個別面談を実施し、各種助言を行う。 

 

 



  

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 5人 

（100％） 

0人 

（0％） 

4人 

（80％） 

1人 

（20％） 

（主な就職、業界等） 

税理士事務所、会計事務所、金融業、卸売業、小売業、サービス業、その他 

（就職指導内容） 

担任が学生の希望や方向性について把握し、履歴書執筆・面接練習等、就職試験対策を

行う。また、就職希望先へのインターンシップの斡旋、受験申込み、その後のフォロー

を通したバックアップを行う。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

日商簿記検定 1・2級、全経簿記検定上級・1級、全経所得税法 2級、全経コンピュータ

会計検定 3級、Excel 検定 3級、Word検定 3級、税理士試験簿記論・財務諸表論 他 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

19人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任と教務部長による個別面談、保護者を含めた三者面談、意識啓発講演の実施、職

業人講話の実施 

 

  



  

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 
商業実務 

専門課程 
税理士学科（4年制） － ○ 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

4年 昼間 3,600 

単位時間／単位 

3,664 

単位時間

/単位 

80 

単位時間

/単位 

256 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

4,000単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

20人 25人 0人 6人 0 人 6人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 
本学科は、簿記・会計、税務に関する知識、各種 PC 操作技術等、税理士事務所スタッフ

としての必要な知識・技術を習得・育成することを目的とする。1 年次において事務職と

して必須となる簿記・会計に関する知識を学習し、各種簿記検定の取得を目指す。2 年次

は、税理士試験会計科目の取得を中心とし、税理士事務所スタッフとしての実践的な知

識・技術の習得を目指す。この目的を達成するため、以下のシラバスに基づき授業を行

う。 

なお、シラバスは前年度の 3 月中旬を提出期日として、各科目担当者が指定のシラバス

フォームに沿って作成を行っている。 

税理士学科（3 年制） シラバス一覧 
https://www.nabi.ac.jp/zyouhou/ 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

・成績評価は、検定における成績（取得点数）、出席率、科目終了時の試験等により評価

する。 

・検定科目（シラバスにおいて(4)到達目標が検定試験の取得（合格）となっている科目）

は、検定における成績を重視して評価する。 

・検定のない科目については、科目終了時に試験・レポート等により評価する。基準はお

おむね以下の通り。（100 点満点換算で次の基準を目安とする。） 

 A（100～80） B（79～70） C（69～60） D（59～0） 

・出席時数が授業時数の 10 分の 8 に達していないものは、その科目については、上記の

評価を受けることができない。したがって追試試験（または追試課題）を課すことで履修

の機会を与える。追試試験（または追試課題）に合格した場合の成績評価は C 評価とす

る。 

卒業・進級の認定基準 

（概要）年間総授業時間数の 90％以上を出席、科目の評価が全て「C」以上、学校指定の

検定ポイント（400 ポイント）の取得、CFP ポイント（720 ポイント）の取得、授業料そ

の他の納入金を完納または所定の手続きを終えた者に対して卒業・進級を認定する。 

学修支援等 

（概要）通学による座学、実技実習等を行い、講義後にはミニテストを実施し、個別の習

熟度を見ながら指導を行う。また、担任制により、習得度・理解度が滞っている者につい

て個別面談を実施し、各種助言を行う。 

 

 



  

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 ２人 

（100％） 

0人 

（0％） 

２人 

（100％） 

0人 

（0％） 

（主な就職、業界等） 

税理士事務所、会計事務所、金融業、卸売業、小売業、サービス業、その他 

（就職指導内容） 

担任が学生の希望や方向性について把握し、履歴書執筆・面接練習等、就職試験対策を

行う。また、就職希望先へのインターンシップの斡旋、受験申込み、その後のフォロー

を通したバックアップを行う。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

日商簿記検定 1・2級、全経簿記検定上級・1級、全経所得税法 2級、全経コンピュータ

会計検定 3級、Excel 検定 3級、Word検定 3級、税理士試験簿記論・財務諸表論 他 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

16人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任と教務部長による個別面談、保護者を含めた三者面談、意識啓発講演の実施、職

業人講話の実施 

 

  



  

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 
商業実務 

専門課程 

金融マーケティング 

学科 
〇 － 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼間 1,970 

単位時間／単位 

1,852 

単位時間

/単位 

80 

単位時間

/単位 

256 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

2,188単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

10人 0人 0人 6人 0 人 6人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 
本学科は、簿記・会計、税務、資産運用に関する知識、各種 PC 操作技術等、銀行・信用

組合・信用金庫・証券会社などの金融業界への就職に必要な知識・技術を習得・育成する

ことを目的とする。1 年次において事務職として必須となる簿記・会計に関する知識を学

習し、各種簿記検定の取得を目指す。2 年次は、各種 PC 実習、FP に関する知識を中心

に、銀行業務検定・証券外務員等の資格取得を目指し、金融業界で即戦力となる人材の育

成を目指す。この目的を達成するため、以下のシラバスに基づき授業を行う。 

なお、シラバスは前年度の 3 月中旬を提出期日として、各科目担当者が指定のシラバス

フォームに沿って作成を行っている。 

金融マーケティング学科 シラバス一覧 
https://www.nabi.ac.jp/zyouhou/ 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

・成績評価は、検定における成績（取得点数）、出席率、科目終了時の試験等により評価

する。 

・検定科目（シラバスにおいて(4)到達目標が検定試験の取得（合格）となっている科目）

は、検定における成績を重視して評価する。 

・検定のない科目については、科目終了時に試験・レポート等により評価する。基準はお

おむね以下の通り。（100 点満点換算で次の基準を目安とする。） 

 A（100～80） B（79～70） C（69～60） D（59～0） 

・出席時数が授業時数の 10 分の 8 に達していないものは、その科目については、上記の

評価を受けることができない。したがって追試試験（または追試課題）を課すことで履修

の機会を与える。追試試験（または追試課題）に合格した場合の成績評価は C 評価とす

る。 

卒業・進級の認定基準 

（概要）年間総授業時間数の 90％以上を出席、科目の評価が全て「C」以上、学校指定の

検定ポイント（400 ポイント）の取得、CFP ポイント（360 ポイント）の取得、授業料そ

の他の納入金を完納または所定の手続きを終えた者に対して卒業・進級を認定する。 

学修支援等 

（概要）通学による座学、実技実習等を行い、講義後にはミニテストを実施し、個別の習

熟度を見ながら指導を行う。また、担任制により、習得度・理解度が滞っている者につい

て個別面談を実施し、各種助言を行う。 

 

 



  

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 0人 

（0％） 

0人 

（0％） 

0人 

（0％） 

0人 

（0％） 

（主な就職、業界等） 

金融業、卸売業、小売業、サービス業、会計事務所等を想定 

（就職指導内容） 

担任が学生の希望や方向性について把握し、履歴書執筆・面接練習等、就職試験対策を

行う。また、就職希望先へのインターンシップの斡旋、受験申込み、その後のフォロー

を通したバックアップを行う。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

日商簿記検定 1～2級、全経簿記検定上～3級、3級 FP技能士、コンピュータ会計検定 2

級、Excel検定 3級、Word検定 3級、銀行業務検定、証券外務員 他 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

2人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任と教務部長による個別面談、保護者を含めた三者面談、意識啓発講演の実施、職

業人講話の実施 

 

  



  

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 
商業実務 

専門課程 
医療事務学科 〇 － 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼間 1,881 

単位時間／単位 

1,644 

単位時間

/単位 

215 

単位時間

/単位 

230 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

2,089単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

20人 1人 0人 6人 0 人 6人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 
本学科は、簿記・会計、医療事務に関する知識、各種 PC 操作技術等、病院やクリニック

などの医療機関で患者様対応、診療報酬請求、カルテ管理など医療事務の基礎知識や専門

スキルを身につけることを目的とする。1 年次において事務職として必須となる簿記・会

計に関する知識を学習し、各種簿記検定の取得を目指す。2 年次は、医療事務に関する知

識を中心に、医療事務管理士技能認定試験の資格取得を目指し、医療業界で即戦力となる

人材の育成を目指す。この目的を達成するため、以下のシラバスに基づき授業を行う。 

医療事務学科 シラバス一覧 
https://www.nabi.ac.jp/zyouhou/ 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

・成績評価は、検定における成績（取得点数）、出席率、科目終了時の試験等により評価

する。 

・検定科目（シラバスにおいて(4)到達目標が検定試験の取得（合格）となっている科目）

は、検定における成績を重視して評価する。 

・検定のない科目については、科目終了時に試験・レポート等により評価する。基準はお

おむね以下の通り。（100 点満点換算で次の基準を目安とする。） 

 A（100～80） B（79～70） C（69～60） D（59～0） 

・出席時数が授業時数の 10 分の 8 に達していないものは、その科目については、上記の

評価を受けることができない。したがって追試試験（または追試課題）を課すことで履修

の機会を与える。追試試験（または追試課題）に合格した場合の成績評価は C 評価とす

る。 

卒業・進級の認定基準 

（概要）年間総授業時間数の 90％以上を出席、科目の評価が全て「C」以上、学校指定の

検定ポイント（360 ポイント）の取得、CFP ポイント（360 ポイント）の取得、授業料そ

の他の納入金を完納または所定の手続きを終えた者に対して卒業・進級を認定する。 

学修支援等 

（概要）通学による座学、実技実習等を行い、講義後にはミニテストを実施し、個別の習

熟度を見ながら指導を行う。また、担任制により、習得度・理解度が滞っている者につい

て個別面談を実施し、各種助言を行う。 

 

 

 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 2人 

（100％） 

0人 

（0％） 

2人 

（100％） 

0人 

（0％） 

（主な就職、業界等） 

医療業界、金融業、卸売業、小売業、サービス業、会計事務所等を想定 

（就職指導内容） 

担任が学生の希望や方向性について把握し、履歴書執筆・面接練習等、就職試験対策を

行う。また、就職希望先へのインターンシップの斡旋、受験申込み、その後のフォロー

を通したバックアップを行う。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

日商簿記検定 1～2級、全経簿記検定上～3級、医療事務管理士技能認定試験、医事コン

ピュータ技能検定試験、Excel検定 3級、Word検定 3級 他 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

3人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任と教務部長による個別面談、保護者を含めた三者面談、意識啓発講演の実施、職

業人講話の実施 

 

  



  

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 
商業実務 

専門課程 
会計ライセンス学科 － － 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

1年 昼間 1,008 

単位時間／単位 

1,008 

単位時間

/単位 

16 

単位時間

/単位 

96 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

1,120単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

10人 1人 0人 6人 0 人 6人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 
本学科は、簿記・会計、税務に関する知識、各種 PC 操作技術等、経理事務職を始めとす

る各種事務職としての必要な知識・技術を習得・育成することを目的とする。事務職とし

て必須となる簿記・会計に関する知識を学習し、各種簿記検定の取得を目指し、事務職と

しての実践的な知識・技術の習得を目指す。この目的を達成するため、以下のシラバスに

基づき授業を行う。 

なお、シラバスは前年度の 3 月中旬を提出期日として、各科目担当者が指定のシラバス

フォームに沿って作成を行っている。 

会計ライセンス学科 シラバス一覧 
https://www.nabi.ac.jp/zyouhou/ 

成績評価の基準・方法 

（概要） 
・成績評価は、検定における成績（取得点数）、出席率、科目終了時の試験等により評価

する。 

・検定科目（シラバスにおいて(4)到達目標が検定試験の取得（合格）となっている科目）

は、検定における成績を重視して評価する。 

・検定のない科目については、科目終了時に試験・レポート等により評価する。基準はお

おむね以下の通り。（100 点満点換算で次の基準を目安とする。） 

 A（100～80） B（79～70） C（69～60） D（59～0） 

・出席時数が授業時数の 10 分の 8 に達していないものは、その科目については、上記の

評価を受けることができない。したがって追試試験（または追試課題）を課すことで履修

の機会を与える。追試試験（または追試課題）に合格した場合の成績評価は C 評価とす

る。 

卒業・進級の認定基準 

（概要）年間総授業時間数の 90％以上を出席、科目の評価が全て「C」以上、学校指定の

検定ポイント（150 ポイント）の取得、CFP ポイント（180 ポイント）の取得、授業料そ

の他の納入金を完納または所定の手続きを終えた者に対して卒業・進級を認定する。 

学修支援等 

（概要）通学による座学、実技実習等を行い、講義後にはミニテストを実施し、個別の習

熟度を見ながら指導を行う。また、担任制により、習得度・理解度が滞っている者につい

て個別面談を実施し、各種助言を行う。 

 

 

 



  

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 8人 

（100％） 

0人 

（0％） 

4人 

（50％） 

4人 

（50％） 

（主な就職、業界等） 

税理士事務所、会計事務所、金融業、卸売業、小売業、サービス業、その他 

（就職指導内容） 

担任が学生の希望や方向性について把握し、履歴書執筆・面接練習等、就職試験対策を

行う。また、就職希望先へのインターンシップの斡旋、受験申込み、その後のフォロー

を通したバックアップを行う。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

日商簿記検定 1～2級、全経簿記検定上～3級、電卓検定 1～2級、Word 検定 3級 他 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

5人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任と教務部長による個別面談、保護者を含めた三者面談、意識啓発講演の実施、職

業人講話の実施 

 

  



  

 

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

経理ビジネス学科 

70,000円 
670,000円 270,000円 

施設設備費、施設維持費、 

入学検定料 

他教材費等 360,000 円程度 

※税理士学科（3 年制・4 年

制）については 3・4 年次の

授業料が年間 340,000 円と

なる。 

ＩＴビジネス総合学科 

税理士学科（2年制） 

税理士学科（3年制） 

税理士学科（4年制） 

金融マーケティング学科 

医療事務学科 

会計ライセンス学科 260,000円 220,000円 

修学支援（任意記載事項） 

ＮＳＧカレッジリーグ無利子奨学制度 災害奨学融資制度 母子家庭・父子家庭奨学金

制度 経済的支援授業料減免制度 学費支援（免除）特待生制度 進級時特待生制度 

 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 
https://www.nabi.ac.jp/zyouhou/ 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

 

学校関係者評価委員には、経理実務に必要な実践的かつ専門的な能力を育成するとい

う本校の目的をふまえ、「会社経営者である卒業生」「公認会計士・税理士」「社会保

険労務士」といった実務のスペシャリストを 3名以上配置する。 

評価の項目については、「教育理念・目標」、「学校運営」、「教育活動」、「学修成

果」、「学生支援」、「教育環境」、「学生の受入募集」、「財務」、「法令等の遵守」、

「社会貢献・地域貢献」の 10項目について評価を受ける。 

評価結果の活用については、「専修学校における学校評価ガイドライン」に基づき、毎

年 4 月に学校関係者評価委会から評価を受ける「学校関係者評価」を実施し、その評

価結果を公表するとともに、各委員よりいただいた指摘事項等を元に、教育活動その

他の学校運営の改善に活かしていく。 

 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

株式会社ＭＧＮＥＴ 代表取締役 令和 5年 12月 1日～ 

令和 8年 11月 30日（3年） 

企業等委員 

卒業生 

ＴＳＣ本間秀修事務所 所長 社会

保険労務士 

令和 5年 12月 1日～ 

令和 8年 11月 30日（3年） 

企業等委員 

石田経理事務所 所長 公認会計

士・税理士 

令和 5年 12月 1日～ 

令和 8年 11月 30日（3年） 

企業等委員 

   

学校関係者評価結果の公表方法 



  

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 
https://www.nabi.ac.jp/zyouhou/ 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://www.nabi.ac.jp/ 

 


